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硬膜上血腫は頭部外傷中でも比較的定型的な経過を













































中48例 (81.4%).前頭部に限局するもの 3例 (5.1
%),中頭董窟3例 (5.1%),上矢状洞部 5例 (8.5
%)であり.側頭 ･後頭 ･天幕下に及ぶもの 1例であ
表 1 硬膜上血腫の原因
症例数外 傷 性 合 併
性原因 硬膜上血腫 硬
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硬膜上血腫〔Ⅰ〕
図1 年令および性
外 傷 性 硬 膜 上 血 腫
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術 前 症 状術 前 症 状 外傷性
硬膜上血腫意 識 障 害 4
9例 (83.1%)片 麻 痔 30 508
)瞳 孔 不 同 18 (30.
5%)眼 底 変 化 6 (10.
9%)ケ イ レ ン
2 (3.6%)頭 痛 4 73
)超音波
のみ異常 3 (5.5%)表 4 外傷性硬膜
上血腫における意識水
準の経過第1群 受傷より治療迄 4(0
)意 識 清 明i
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手 術 迄 g) 外 傷 性 合 併 性
計経 過 時 間 硬膜上血腫
硬膜上血腫受傷3時間以内













1計 57 7 64
表 6 出 血 源出 血 棟 外 傷 性 合 併 性 計硬膜上 腫 硬膜上血
腫中硬 膜 動 脈 161 1 17静
脈上矢状静脈洞 17 1不 明 42










性の存在が,本来の外傷性変化をさらに増長.不可逆なものにしたと考えられる.この推 表 7 外傷性硬膜上血腫
における出血源および意
識水準の関係出血源意識水準中硬膜動脈 上矢状静脈洞 計
第 1群 1 1 (1) 12 4 (
1) 5(2)第 3群 9 (4
) 9(4)第4群 2 (1 2




出血源と意識清明期血 源 中 硬 膜 動
脈意識清明期6
時 間 以 内 66 - 12時 間 23 日
1計 9出血源と受傷から治療迄の経過時間
蕊 中 硬 膜 動
脈 上矢状静脈洞第 1 群 46日 8日








表 9 死 亡 症 例
症例番 号 年 令 受 傷 原 因 意識経過 手術迄
の時間
16 時 間 橋3 17
才 交 通 事 故 第 4 群12 58
交 通 事 故 第 3 群 9 時 間 等13 29 才 転 落 1 手 術 せ ず 頬
14 31 才 交 通 事 故 第 3 群 9 時 間 視
19E48 54/12才 交
通 事 故 第 3 群 手 術 せ ず 脳31 才 転 落 4 7 時 間 術14ド 】31 オ4 才29 手 術 合 併手 術 合 F 脂1 中 1 Iー聖 …ーL空
意識経過
の詳細は表 4を参照03 10 2() 30 4() 50 6



















脳 神 経 麻 痔


























表11 受傷より手術迄の時間 ･年令 ･予後の関係 (外傷性硬膜上血腫)
(非手術例を除 く)
手術迄の時間 予 後 10 20 30 40 50 60 70 オ
計12時 間 以 内 良 1 2 1 2
1 3 1 ll不 良
2 1 3 3 1 1012時間～24時間
良不 良 1 1 3 1 151 日
～ 3 日 ー 良l不 良 21 1 2 2
3 1 583 日 ～ 7 日 良不 良 2 1 1 1 2 1 4
7 日 ～ 46日 良
不 良 1 2 31 1 71表1





























り,静脈性出血を強調 している. また. Jackson







































































































































































29)宮崎雄二 ･堆 博 :外科,29.687(1967).



































Sixty-eightcasesofepiduralhematomatreated inourclinicfrom 1964to 1974
wereclinicallyanalyzed.Fifty-nineofthecaseswereoftraumaticorigin,and the
othersresulted from complicationssecondary to neurosurgicaloperations.
1)Disturbed consciousnesswas noticed in 83% ofthepatientsoftraumatic
Orlgln.
2)Bleedingsourceswereconfirmedinlgcases(17,0farterialand2,0fvenous





theage,complicating conditions,such asarteriosclerosis,and whatismostimp-
ortantistheconsciousnesslevelsofthepatientsatthetimeoftheoperation.
